
 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は、「はちおうじっ子ミニマム」をもとにした授業改善について掲載いたします。 

 現在、学力向上推進委員会（算数・数学部会及び国語部会）では、「はちおうじっ子ミニマム」

（第１回）の結果から分析を行い、児童・生徒のつまずきや授業改善となるポイントを検討してい

ます。そして、授業改善や授業以外（宿題や朝学習等）で活用できる資料を作成しています。最終

的にはリーフレットとして、先生方に配付いたします。（配布は３月の予定です。） 

 １月１９日（月）には、教育研究所設置委員会の成果発表会があります。そこで、リーフレット

の内容について発表いたしますので、ぜひ御参加ください。 

 

 今回は、算数・数学部会と国語部会の取組のその一部を紹介いたします。 
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教育研究所通信 

No.２ 

①はちおうじっ子ミニマムの分析 

 ・正答率の低かった問題を分析して、学年と単元名が分かるようにし、つまずいている 

  ポイントを説明しています。 

②授業改善のポイント 

 ・働かせたい数学的な見方・考え方、その学年での指導のポイント、他学年との系統性を 

  踏まえた指導のポイントを説明しています。 

はっちお～じ 

 八王子市教育研究所「はちけん」ホームページで、研究や研修等の情報を更新しています。 

 ぜひ、御一読ください。 

「八王子市教育センター【八王子市教育研究所】「はちけん」ホームページ」 

①国語科における言葉の見方・考え方 

 ・学習指導要領に示されている言葉の見方・考え方「言葉の意味、働き」について紹介しています。 

  また、言葉の見方・考え方をもとに、授業改善のための資料を作成しています。 

②漢字の読み、書き、漢字の正しい使い方 

 ・漢字ビンゴ、漢字穴埋めゲーム、漢字たし算、漢字大相撲、四字熟語クイズを 

  紹介しています。 



 

【算数・数学編】「はちおうじっ子ミニマム」の分析と授業改善のポイント 

はちおうじっ子ミニマム【算数】    問題 No.1７ 

 

学年・単元 第５学年「単位量あたりの大きさ」 

つまずき 

ポイント 

【②を回答した人…】 

 豚肉の重さに着目することなく、金額の 

 720円と 200円を単純に比較して、B 

 店の方が安いからお得と判断した。 

・問題文の「高い」と「安い」を読み間違え 

 た。 
 

【②または③を回答した人…】 

・わり算の結果の意味が分からない。 

授業改善のポイント 

働かせたい 

数 学 的 な 

見方・考え方 

・問題を把握し、目的に応じて揃える数値を決めることができる。 

・比べやすくするために、比例の考えを使って数を操作できる。 

・単位量あたりの大きさを使って問題を解決できる。 

【当該学年】 

小学校第５学年 

「単位量あたりの大

きさ」における指導

のポイント 

グラムを基準とした場合、本来は１ｇあたりの値段をもとに考えるが、３けたの数同士の除法

となってしまう。別の解決方法として、１００ｇあたりの値段を比較したり、重さを最小公倍数

にそろえて比較したりする方法が考えられる。発問を工夫し、どの数字に着目して比較する

のか、子ども自身が考え、解決できるようにすることが大切である。 

 

【単位量（１ｇ）あたりの値段を比べる】 

A店では 720÷3００＝2.4（円） 

B店では 500÷200＝2.5（円） よって、A店の方がお得である。 

 

【最小公倍数の考えを利用する】 

２００と３００の最小公倍数は 600だから、600ｇあたりの値段を比較する。 

A店 300ｇ で  72０円       B店  200ｇ で  500円 

   →600ｇ で 1440円           →600g で 1500円 

よって、A店の方がお得である。 

 

小学校第６学年 

「比」の利用におけ

る指導のポイント 

《店舗での実際の表示》 

小売店等では、１００ｇあたりの値段や１kg あたりの値段が表示されていて、買い物をする

際の判断基準となっている。 

 A店 72０：300＝24０：１００   B店 50０：2００＝25０：１００ 

       （１００ｇあたり 24０円）         （１００ｇあたり 25０円） 

 

【関連学年】 

中学校第1学年「比

例・反比例」第２学

年「一次関数」にお

ける指導のポイント 

ぶた肉 xg の代金を y 円とすると、A 店では y=2.4x、B 店では y=2.5x という関係が成り立

つ。このときの比例定数（変化の割合・傾き）は１gあたりの代金を表している。 

 

《ダイヤグラム》 

●時◆分に ym の地点にいるとする。この移動が等速での移動であるとき、この様子をグラ

フに表すと、傾きの絶対値が大きければ速く移動し、傾きの絶対値が小さければ遅く移動し

ていることを表す。また、この傾きは、速さを表している。 

 

14,392人回答 

① ９561人（６6．4%）正答 

② 4202人（29.2%） 

③ 629人 （4.4%） 



 

【国語編】「はちおうじっ子ミニマム」の結果を踏まえた学習活動例 

●言葉による見方・考え方「言葉の意味、働き」              

 

 

 

 

 

 

 

 授業や宿題等で使える、言葉による見方・考え方シリーズ「ことばのウォーミングアップ」 

● 言葉の意味、働き編 

 【内 容】 【説 明】 

・言葉の読み 

・漢字の書き 

・漢字の 

正しい使い方 

 

 

 

 

 

・漢字ビンゴ 

① ３×３のマスに学習した漢字を書く。 

② 教師がランダムに、漢字を発表する。 

③ 児童は、書いた漢字を消していく。 

※ビンゴのルールはクラスで決めるとよい。 

※実態に合わせて、５×５にしてもよい。 

※漢字の数を限定して、その中から選ぶようにする。 

例：１５個の漢字から 9個を選んで書く。 

家 歌 回 

星 室 角 

馬 門 麦 

・漢字穴埋め 

ゲーム 

① 単語を４つ考える。 

② 穴埋めにする部分を決める。 

③ 問題を出す。 

④ 答える。 

 

 

 

・漢字たし算 

① 習った漢字を分解する。 

② それをたし算の形で示す。 

③ なんの漢字が分解されて 

いるかお互いに考えさせる。 

 

 

・漢字大相撲 

① 小テストの予告を行う。 

② 小テストを行う。 

③ 合格点が取れたら、番付が上がる。 

例：幕下→十両→前頭→小結→関脇→大関→横綱 

・四字熟語 

クイズ 

① 四字熟語を調べ、選ぶ。 

② 四字熟語の意味を調べる。 

③ 四字熟語に合わせた文を 

つくる。 

 

 

 

 

例： 

① 木＋木＝？         

② 糸＋口＋士＝？ 

③ 土＋寸＋日＝？ 

④ 口＋口＝？ 

⑤ ム＋八＝？ 

⑥ 水＋糸＋白＝？ 

答え 

①林 

②結 

③時 

④回 

⑤公 

⑥線 

半 

信 

半 

疑 

分は 

じているけど 

分は 

っている 

【学習指導要領解説 国語編】 

〇言葉による見方・考え方を働かせる… 

 ・児童・生徒が学習の中で、対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して 

  捉えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めること。 

 ・言葉を通じた理解や表現及びそこで用いられる言葉そのものを学習対象としている。 

〇知識及び技能の内容… 

 ・「言葉の働き」、「話し言葉と書き言葉」、「漢字」、「語彙」、「文や文章」、「言葉遣い」、「表現の技法」、「音読、 

  朗読」に関する内容を示している。 

詞 

激 向 

学 

必 士 

感 履

修 

答え 

「動」 「修」 


